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平成24年度　千葉大学　２次試験前期日程 (数学問題)

• 教育学部 (中学数学を除く) 1 2 3 4 (90分)数 I・A

• 文 (行動科学)・教育 (情報教育分野)・法政経済・園芸学部・先進科学プログラ
ム (物理化学・生命科学・人間科学) 3 4 5 6 (90分)数 I・II・A・B

• 教育 (中学数学) 1 2 3 4 5 6 (150分) 数 I・II・A・B

• 先進科学プログラム (物理・電気電子・ナノサイエンス・画像科学・情報画像)

3 5 6 7 9 (120分)数 I・II・III・A・B

• 理 (物理・化学・生物・地球科学)・薬・工 3 5 6 7 9 (120分)

数 I・II・III・A・B・C

• 医学部 7 8 10 11 12 (120分)数 I・II・III・A・B・C

• 理学部 (数学・情報数理) 5 7 8 9 10 11 (180分)

数 I・II・III・A・B・C

1 aを実数の定数とする．放物線 y = x2 − ax+ aが x軸の

1 5 x 5 2 または 3 5 x 5 4

を満たす部分と 2つの異なる共有点を持つための aの条件を求めよ．

2 AB = 5，BC = 7，CA = 8およびOA = OB = OC = tを満たす四面体OABC

がある．

(1) ∠BACを求めよ．
(2) 4ABCの外接円の半径を求めよ．

(3) 4つの頂点O，A，B，Cが同一球面上にあるとき，その球の半径が最小に
なるような実数 tの値を求めよ．

3 さいころを 7回投げ，k回目 (1 5 k 5 7) に出る目をXkとする．

(1) 積X1X2が 18以下である確率を求めよ．

(2) 積X1X2 · · ·X7が偶数である確率を求めよ．

(3) 積X1X2 · · ·X7が 4の倍数である確率を求めよ．

(4) 積X1X2 · · ·X7を 3で割ったときの余りが 1である確率を求めよ．
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4 p，qを互いに素な 2以上の整数，m，nはm < nなる正の整数とする．このと
き，分母が p2q2で，分子が pでも qでも割り切れない分数のうち，mよりも大
きく nよりも小さいものの総数を求めよ．

5 放物線 y = x2上の点 (a, a2)における接線を `aとする．

(1) 直線 `aが不等式
y > −x2 + 2x− 5

の表す領域に含まれるような aの範囲を求めよ．

(2) aが (1)で求めた範囲を動くとき，直線 `aが通らない点 (x, y)全体の領域
Dを図示せよ．

(3) 連立不等式 {
(y − x2)(y + x2 − 2x+ 5) 5 0

y(y + 5) 5 0

の表す領域をEとする．DとEの共通部分の面積を求めよ．

6 1より小さい正の実数 aに対して

円C(a) : (x+ a− 1)2 + (y + a− 1)2 = 2a2

と定める．その上で，数列 {an}を以下の方法によって定める．

(i) n = 1のときは，円 C(a)が x軸と接するような定数 aの値を a1とする．
さらに，円C(a1)とx軸との接点をP1とし，円C(a1)の中心をQ1とおく．

(ii) n = 2のときは，円C(a)が直線Pn−1Qn−1と接するような定数 aの値を an
とする．さらに，円C(an)と直線Pn−1Qn−1との接点をPnとし，円C(an)

の中心をQnとおく．

このとき，以下の問いに答えよ．

(1) a1を求めよ．

(2) a2を求めよ．

(3) {an}の一般項を求めよ．

7 横 2a，縦 2bの長方形を長方形の中心のまわりに角 θだけ回転させる．回転後
の長方形ともとの長方形とが重なり合う部分の面積S(θ)を求めよ．ただし，長
方形の中心とはその 2つの対角線の交点とし，長方形はそれを含む平面内で回
転するものとする．また，回転角 θは 0以上，長方形のいずれかの頂点が隣の
頂点に達するまでの角度以下に取るものとする．
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8 すべての項が整数である数列を整数列という．p，q，r，sを実数とし，正の整
数 nに対し

an = p+ qn+ rn2, bn = p+ qn+ rn2 + sn3

とおく．このとき以下の命題を示せ．

(1) 数列 {an}が整数列ならば，2rは整数である．

(2) 整数 {bn}が整数列であるための必要十分条件は，pと q+ r+ sと 2rと 6s

がいずれも整数となることである．

9 以下の問いに答えよ．

(1) 関数 f(x)は第 2次導関数 f ′′(x)が連続で，ある a < bに対して，

f ′(a) = f ′(b) = 0を満たしているものとする．このとき

f(b)− f(a) =

∫ b

a

(
a+ b

2
− x

)
f ′′(x) dx

が成り立つことを示せ．

(2) 直線道路上における車の走行を考える．ある信号で停止していた車が，時
刻 0で発進後，距離 Lだけ離れた次の信号に時刻 T で到達し再び停止し

た．この間にこの車の加速度の絶対値が
4L

T 2
以上である瞬間があることを

示せ．

10 さいころを n回 (n = 2)投げ，k回目 (1 5 k 5 n) に出る目をXkとする．

(1) 積X1X2が 18以下である確率を求めよ．

(2) 積X1X2 · · ·Xnが偶数である確率を求めよ．

(3) 積X1X2 · · ·Xnが 4の倍数である確率を求めよ．

(4) 積X1X2 · · ·Xnを 3で割ったときの余りが 1である確率を求めよ．

11 xy平面において，長さ 1の線分ABを点Aが原点，点Bが点 (1, 0) に重なる
ように置く．点Aを y軸に沿って点 (0, 1)まで移動させ，線分ABの長さを 1

に保ったまま点Bを x軸に沿って原点まで移動させる．このとき線分ABが通
る領域をDとする．0 5 x 5 1となる実数 xに対して，点 (x, y)が領域Dに
含まれるような yの最大値を f(x)とする．

(1) f(x)を xの式で表せ．

(2) 領域Dを x軸を中心に回転させた立体の体積 V を求めよ．
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12 `, n, dを自然数とする．このとき自然数の積 (2`+ 1)ndは，ある自然数 aと 2

以上の整数mを用いて

(2`+ 1)nd =
m∑
i=1

{a+ (i− 1)d}

と表せることを証明せよ．
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解答例

1 f(x) = x2 − ax+ a =
(
x− a

2

)2

− a2

4
+ aとおく．

y = f(x)が x軸と異なる 2つの共有点をもつとき

−a2

4
+ a < 0 ゆえに a(a− 4) > 0 すなわち a < 0, 4 < a

y = f(x)は点 (1, 1)を通り，軸が x =
a

2
の下に凸の放物線．

この放物線が x軸の 1 5 x 5 2または 3 5 x 5 4の異なる 2点を通るとき，軸
の式から，a < 0は不適．したがって，a > 4 · · · 1©より

f(2) = 4− a < 0

これから，y = f(x)は，x軸と 1 5 x 5 2の範囲にただ 1つの共有点をもつ．

条件を満たすとき，y = f(x)は，x軸と 3 5 x 5 4で共有点を 1つもつから

f(3) 5 0, f(4) = 0

したがって −2a+ 9 5 0, −3a+ 16 = 0 すなわち
9

2
5 a 5 16

3

求める aの条件は，上式および 1©を同時に満たす範囲であるから

9

2
5 a 5

16

3

�
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2 (1) 4ABCに余弦定理を適用すると

cos∠BAC =
CA2 +AB2 − BC2

2CA·AB
=

82 + 52 − 72

2·8·5
=

1

2

よって ∠BAC =
π

3

(2) 4ABCの外接円の半径をRとすると，正弦定理により

2R =
BC

sin∠BAC =
7

sin π
3

よって R =
7
√
3

3

(3) Oから平面 ABCに垂線 OHを引くと，
OA = OB = OCより

4OAH ≡ 4OBH ≡ 4OCH

AH = BH = CHであり，Hは4ABC

の外心である．また，直線OH上に

OP = AP

となる点 Pをとると

OP = AP = BP = CP

　 O

A

B

C

H

P

ゆえに，Pは 4点 O，A，B，Cを通る球の中心である．OP = AP = x，
OH = hとおき，4OAH，4PAHに三平方定理を適用すると

(∗)

{
t2 = R2 + h2

x2 = R2 + |h− x|2

上の 2式から 2hx = R2 + h2 = t2 ゆえに x =
t2

2h
(∗)の第 1式より，h =

√
t2 −R2．相加平均・相乗平均の大小関係により

x =
t2

2
√
t2 −R2

=
1

2

(√
t2 −R2 +

R2

√
t2 −R2

)
= R

上式で等号が成立するとき
√
t2 −R2 =

R2

√
t2 −R2

すなわち t =
√
2R

よって，求める tの値は t =
√
2× 7

√
3

3
=

7
√
6

3
�
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3 (1) X1X2 > 18となる (X1, X2)の組は，次の 8通り．

(X1, X2) =(4, 5), (4, 6), (5, 4), (5, 5),

(5, 6), (6, 4), (6, 5), (6, 6)

したがって，X1X2 > 18となる確率は
8

62
=

2

9

求める確率は，この余事象の確率であるから 1− 2

9
=

7

9

(2) 積X1X2 · · ·X7が奇数であるのは，X1, X2, · · · , X7がすべて奇数である．
その確率は (

3

6

)7

=
1

128

求める確率は，この余事象の確率であるから 1− 1

128
=

127

128

(3) 積X1X2 · · ·X7が偶数であり，4の倍数でないのは，X1, X2, · · · , X7の 1

つだけが 2または 6で，それ以外は奇数である．その確率は

7C1·
2

6

(
3

6

)6

=
14

3·128

これと (2)の結果から，求める確率は
127

128
− 14

3·128
=

367

384

(4) 法 3について 1 ≡ 4, 2 ≡ 5 ≡ −1, 3 ≡ 6 ≡ 0 (mod 3)

A = {1, 4}，B = {2, 5}とする．X1X2 · · ·X7 ≡ 1 (mod 3)であるのは，
X1, X2, · · · , X7が，奇数個のAと偶数個のBの場合である．その確率は

(7C0 + 7C2 + 7C4 + 7C6)

(
2

6

)7

= (1 + 21 + 35 + 7)· 1

2187
=

64

2187

補足
7∑

k=0

7Ck = 27，
7∑

k=0

7Ck(−1)k = 0より

7C0 + 7C2 + 7C4 + 7C6 = 26

�
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4 n以下の分数で分子が p, q, pqで割り切れるものの個数は，それぞれ

np2q2

p
,

np2q2

q
,

np2q2

pq

n以下の分数で分子が pでも qでも割り切れないものの個数は

np2q2 −
(
np2q2

p
+

np2q2

q
− np2q2

pq

)
= npq(p− 1)(q − 1)

同様に，m以下の分数で分子が pでも qでも割り切れないものの個数は

mpq(p− 1)(q − 1)

mより大きく n以下の分数で分子が pでも qでも割り切れないものの個数は

npq(p− 1)(q − 1)−mpq(p− 1)(q − 1)

整数 nは，上に示した個数に含まれないから，求める個数は

(n − m)pq(p − 1)(q − 1)

�

5 (1) y = x2より y′ = 2x

放物線 y = x2上の点 (a, a2)における接線 `aの方程式は

y − a2 = 2a(x− a) すなわち y = 2ax− a2

直線 `aが不等式 y > −x2 + 2x− 5の表す領域にある，すなわち，直線 `a
と放物線 y = −x2 + 2x− 5と共有点をもたないことであるから，`aとこ
の放物線の方程式から yを消去すると

2ax− a2 = −x2 + 2x− 5 ゆえに x2 + 2(a− 1)x− a2 + 5 = 0

上の第 2式の判別式をDとすると

D/4 = (a− 1)2 − (−a2 + 5) < 0 ゆえに (a+ 1)(a− 2) < 0

よって −1 < a < 2
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(2) 接線 `aの方程式から a2 − 2xa+ y = 0 · · · (∗)
aに関する 2次方程式 (∗)が，−1 < a < 2の範囲に解をもたない (x, y)の
条件を求めればよい．f(a) = a2 − 2xa+ yとおくと

f(a) = (a− x)2 − x2 + y

(I) −x2 + y > 0，すなわち，y > x2のとき

f(a) = 0は実数解をもたないので，条件を満たす．

(II) −x2 + y 5 0，すなわち，y 5 x2のとき

(i) x 5 −1のとき，f(−1) = 0 または f(2) 5 0

ゆえに 2x+ y + 1 = 0 または −4x+ y + 4 5 0

すなわち y = −2x− 1 または y 5 4x− 4

(ii) −1 < x < 2のとき，f(−1) 5 0 かつ f(2) 5 0

ゆえに 2x+ y + 1 5 0 かつ −4x+ y + 4 5 0

すなわち y 5 −2x− 1 かつ y 5 4x− 4

(iii) 2 5 xのとき，f(−1) 5 0 または f(2) = 0

ゆえに 2x+ y + 1 5 0 または −4x+ y + 4 = 0

すなわち y 5 −2x− 1 または y = 4x− 4

(I)または (II)を満たす領域であるから，点 (x, y)の表す領域Dは下の図
の斜線部分で境界線を含む．ただし，−1 < x < 2における放物線上の点
は含まない．

O

y

x2−1

−4

4

1

(1
2
,−2)−1
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(3) E :

{
(y − x2)(y + x2 − 2x+ 5) 5 0 · · · 1©
y(y + 5) 5 0 · · · 2©

−x2 + 2x− 5 < x2であるから， 1©より

y − x2 5 0 5 y + x2 − 2x+ 5

ゆえに −x2 + 2x− 5 5 y 5 x2 · · · 1©′

2©より −5 5 y 5 0 · · · 2©′

1©′， 2©′より，Eの表す領域は{
−x2 + 2x− 5 5 y 5 x2

−5 5 y 5 0

　

O

y

x
2

−5

(−1
4
,−5)
−2

D ∩ Eの表す領域は，右の図の斜線部分で，その面積を S とすると

S =
1

2

{
2−

(
−1

4

)}
{−2− (−5)} −

∫ 2

0

{(−x2 + 2x− 5)− (−5)}dx

=
27

8
+

∫ 2

0

x(x− 2) dx

=
27

8
− 1

6
·23 =

49

24

�

6 (1) 0 < a < 1である円

C(a) : (x+ a− 1)2 + (y + a− 1)2 = 2a2

の中心 (1− a, 1− a)は第 1象限にあり，半径は
√
2a．

円C(a1)は x軸に接するから

1− a1 =
√
2a1 これを解いて a1 =

√
2 − 1

(2) |a2 − a1| =
√
2a2であるから，a2 − a1 = ±

√
2a2より

(1∓
√
2)a2 = a1 − a2 = (1±

√
2)a1 (複号同順)

ゆえに a2 = (∓
√
2− 1)a1

0 < a2 < 1により a2 = (
√
2− 1)a1 = (

√
2− 1)2 = 3 − 2

√
2

(3) |an − an−1| =
√
2anであるから，(2)と同様に

an = (
√
2− 1)an−1 よって an = (

√
2− 1)n−1a1 = (

√
2 − 1)n

�
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7 AB = 2a，BC = 2b，2辺BC，CDの中点をそれぞれM，Nとし，長方形ABCD

を図のように対角線の交点Oを中心に θだけ回転させたものを長方形A′B′C′D′

とする．このとき，辺B′C′と 2辺BC，CDとの交点をそれぞれE，Fとし，辺
C′D′と 2辺 CD，DAとの交点をそれぞれ G，Hとする．OM = a，ON = b，

∠EOM = ∠GON =
θ

2
であるから，EM = a tan

θ

2
, GN = b tan

θ

2

ゆえに CE = CM− EM = b− a tan
θ

2
, DG = DN−GN = a− b tan

θ

2
∠FEC = ∠HGD = θであるから CF = CE tan θ, DH = DGtan θ

4CEF，4DGHの面積をそれぞれ S1，S2とし，求める面積を Sとすると

S1 = 4CEF =
1

2
CE·CF =

1

2
CE2 tan θ =

1

2

(
b− a tan

θ

2

)2

tan θ

S2 = 4DGH =
1

2
DG·DH =

1

2
DG2 tan θ =

1

2

(
a− b tan

θ

2

)2

tan θ

a > bのとき∠BOC <
π

2
，a < bのとき∠COD <

π

2
より，0 5 θ <

π

2

S = 2a·2b−2(S1+S2) = 4ab −
{(

b − a tan
θ

2

)2

+

(
a − b tan

θ

2

)}
tan θ

a = bのとき，0 5 θ <
π

2
で Sは上式，θ =

π

2
で S = 4a2

θ

θ

θ
2

A B

CD

M

N

E

FG

H

S1

S1

S2

S2

O a

b

A′

B′

C′

D′

�
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8 (1) an = p+ qn+ rn2より

an+1 − an = q + r(2n+ 1), an+2 − an+1 = q + r(2n+ 3)

上の 2式から (an+2 − an+1)− (an+1 − an) = 2r

数列 {an}が整数列であるから，an+2 − an+1，an+1 − anは整数である．

よって，2rは整数である．

補足 {an}が整数列であるための必要十分条件は，pと q+ rと 2rがいずれも整
数となることである．

(必要性) (1)の結果から，2rは整数．

an+1 − an − 2rn = q + r (nは正の整数)

の左辺は整数であるから，q + rは整数．a1 − (q + r) = pより，pは整数．

(十分性) a1 = p+ (q + r)は整数．正の整数 nについて

an+1 − an = (q + r) + 2rn (nは正の整数)

は整数．よって，{an}は整数列．

(2) (必要性) bn = p+ qn+ rn2 + sn3より

bn+1 − bn = q + r(2n+ 1) + s(3n2 + 3n+ 1) · · · 1©
bn+2 − bn+1 = q + r(2n+ 3) + s(3n2 + 9n+ 7)

cn = (bn+2 − bn+1)− (bn+1 − bn)とおくと，{cn}は整数列．

cn = 2r + 6s(n+ 1) · · · 2©
cn+1 = 2r + 6s(n+ 2)

上の 2式から cn+1 − cn = 6s ゆえに，6sは整数

2©より，2r = cn − 6s(n+ 1)であるから，2rは整数

1©より q + r + s = bn+1 − bn − 2rn− 6s·1
2
n(n+ 1)

1

2
n(n+ 1)が整数であるから，q + r + sは整数

p = b1 − (q + r + s)より，pは整数

(十分性) b1 = p+ (q + r + s)は整数．

bn+1 − bn = (q + r + s) + 2rn+ 6s·1
2
n(n+ 1) (nは正の整数)

は整数であるから，{bn}は整数列である． �
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9 (1) f ′(a) = f ′(b) = 0より

f(b)− f(a) =

∫ b

a

f ′(x) dx = −
∫ b

a

(
a+ b

2
− x

)′

f ′(x) dx

= −
[ (

a+ b

2
− x

)
f ′(x)

]b
a

+

∫ b

a

(
a+ b

2
− x

)
f ′′(x) dx

=

∫ b

a

(
a+ b

2
− x

)
f ′′(x) dx

(2) f(t)を車の走行距離を表す関数とし，f(0) = 0，f(T ) = Lとする．

これを (1)の結果に適用すると

L =

∫ T

0

(
T

2
− t

)
f ′′(t) dt

=

∫ T
2

0

(
T

2
− t

)
f ′′(t) dt+

∫ T

T
2

(
T

2
− t

)
f ′′(t) dt (∗)

M = max
05t5T

|f ′′(t)|とおくと

∫ T
2

0

(
T

2
− t

)
f ′′(t) dt 5

∫ T
2

0

(
T

2
− t

)
M dt

= M

[
−1

2

(
T

2
− t

)2 ]T
2

0

=
MT 2

8
(A)∫ T

T
2

(
T

2
− t

)
f ′′(t) dt =

∫ T

T
2

(
t− T

2

)
{−f ′′(t)} dt

5
∫ T

T
2

(
t− T

2

)
M dt

= M

[
1

2

(
t− T

2

)2 ]T
T
2

=
MT 2

8
(B)

(∗)，(A)，(B)より

L 5 MT 2

8
+

MT 2

8
ゆえに M = 4L

T 2

M は時刻 0 5 t 5 T における加速度の絶対値の最大値であるから，題意
は成立する． �
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10 (1) X1X2 > 18となる (X1, X2)の組は，次の 8通り．

(X1, X2) =(4, 5), (4, 6), (5, 4), (5, 5),

(5, 6), (6, 4), (6, 5), (6, 6)

したがって，X1X2 > 18となる確率は
8

62
=

2

9

求める確率は，この余事象の確率であるから 1− 2

9
=

7

9

(2) 積X1X2 · · ·Xnが奇数であるのは，X1, X2, · · · , Xnがすべて奇数であり，
その確率は (

3

6

)n

=
1

2n

求める確率は，この余事象の確率であるから 1 −
1

2n

(3) 積X1X2 · · ·Xnが偶数であり，4の倍数でないのは，X1, X2, · · · , Xnの 1

つだけが 2または 6で，それ以外は奇数であり，その確率は

nC1·
2

6

(
3

6

)n−1

=
n

3·2n−1

これと (2)の結果から，求める確率は

1− 1

2n
− n

3·2n−1
=

3·2n − 2n − 3

3·2n

(4) 法 3について 1 ≡ 4, 2 ≡ 5 ≡ −1, 3 ≡ 6 ≡ 0 (mod 3)

A = {1, 4}，B = {2, 5}とする．X1X2 · · ·Xn ≡ 1 (mod 3)であるのは，
X1, X2, · · · , Xnが，奇数個のAと偶数個のBの場合であり，2lを n以下
の最大の偶数とすると，その確率は

(nC0 + nC2 + nC4 + · · ·+ nC2l)

(
2

6

)n

=
1

3n

l∑
k=0

nC2k

ここで
n∑

k=0

nCk = 2n，
n∑

k=0

nCk(−1)k = 0より
l∑

k=0

nC2k = 2n−1

よって，求める確率は
2n−1

3n
�
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11 (1) 条件から，A(0, sin θ)，B(cos θ, 0)と

おく
(
0 5 θ 5 π

2

)
．0 < θ <

π

2
のとき，

2点A，Bを通る直線の方程式は

x

cos θ
+

y

sin θ
= 1

xを固定し，yを θの関数とすると

y = sin θ − x tan θ · · · (∗)

　

O

y

xx

y

cos θ

sin θ A

B

yを θで微分すると
dy

dθ
= cos θ − x

cos2 θ

Dの境界線上の点 (x, y)において，
dy

dθ
= 0であるから

cos θ − x

cos2 θ
= 0 ゆえに x = cos3 θ · · · 1©

これを (∗)に代入すると

y = sin θ − cos3 θ tan θ = sin3 θ · · · 2©

1©， 2©より，Dの境界線の方程式は (∗∗)

{
x = cos3 θ

y = sin3 θ

線分AB上の点について，θ = 0のとき y = 0，θ =
π

2
のとき y = 1である

から，(∗∗)は 0 5 θ 5 π

2
で成立する． 1©， 2©から θを消去すると 1

x
2
3 + y

2
3 = 1 ゆえに y = (1− x

2
3 )

3
2

よって f(x) = (1 − x
3
2 )

3
2

(2) (1)の結果から

V = π

∫ 1

0

f(x)2 dx = π

∫ 1

0

(1− x
2
3 )3 dx

= π

∫ 1

0

(1− 3x
2
3 + 3x

4
3 − x2) dx

= π

[
x− 9

5
x

5
3 +

9

7
x

7
3 − 1

3
x3

]1
0

=
16

105
π

�
1http://kumamoto.s12.xrea.com/kyusuu/oita/oita 2016.pdf (p.14を参照)

http://kumamoto.s12.xrea.com/kyusuu/oita/oita_2016.pdf
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12 (2`+ 1)nd =
m∑
i=1

{a+ (i− 1)d} の右辺について

m∑
i=1

{a+ (i− 1)d} = ma+
1

2
m(m− 1)d

であるから

(2`+ 1)nd = ma+
1

2
m(m− 1)d

したがって，自然数 `, n, dに対して，次式を満たす自然数 aと 2以上の整数
mが存在することを示せばよい．

a =

{
(2`+ 1)n

m
− m− 1

2

}
d (∗)

(i) n > `のとき，m = 2`+ 1とおくと，m = 3

a = (n− `)d = d

(ii) n 5 `のとき，m = 2nとおくと，m = 2

a = (`− n+ 1)d = d

よって，(∗)を満たす自然数 aと 2以上の整数mが存在する． �

別証 (a) mが奇数のとき，
(2`+ 1)n

m
が整数であることが必要．

nの偶奇に関係なく成立するためには，(∗)より

m | 2`+ 1

を満たせばよい．例えば，m = 2`+ 1とすると a = (n− `)d

(b) mが偶数のとき，(∗)から

a =
1

2

{
(2`+ 1)·2n

m
− (m− 1)

}
d

このとき，
2n

m
が奇数であることが必要．

例えば，
2n

m
= 1，すなわち，m = 2nとすると a = (`− n+ 1)d

(a)，(b)から，(i)，(ii)の結論を得る．


